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Agenda 

¸ DNSの概要 
¸ DNSの問題点 
¸ 新しい名前解決法「HC」の提唱 
  HC＝Hierarchical Caching 
¸ 従来DNSとの性能比較 
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DNSの概要 

¸ IPアドレスとドメイン名を結ぶ仕組み 
¸ IPｖ６の登場で、その重要性がさらに
高まっている 

¸ システムが単純で様々な問題がある 

¸ 現在のDNSのシステムを提供する
代表的な方法としてBINDがある 
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DNSの問題点① 

機構的な問題 

¸ ドメイン名のレベル数と 

   サーバーへの問い合わせ回数 

¸ 上からの問い合わせ 

¸ 上位サーバーの負荷の高さ 

¸ ネームサーバのキャッシュ方法 
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問題点①に対する解決方法 

¸ キャッシュミス時の下からの     
問い合わせ 

¸ ネームサーバのIPアドレスによる     
キャッシング 

 



  

２００４年６月９日 階層キャッシングによる効率的な名前解決 6 

DNSの問題点② 

ルートネームサーバの問題 

¸ 全世界のインターネットを支える 

¸ 数の上限 

¸ 地理的な問題 

¸ 全世界からのアクセスによる負荷 
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問題点②に対する解決方法 

上位ネームサーバの固定キャッシュ化 

 

¸ 上位ネームサーバのTTLをなくす 
 （起動時にファイルから情報を収集） 
 

¸ 変更時も下から効率的に修正 
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その他の問題点と解決法 

リゾルバによる問題 

¸ 名前補完による無駄なクエリの発生 

¸ 通信不能サーバに対する扱い 

 

 

¸ 返答が返らない場合は再送しない 

¸ 通信不能アドレスリスト 
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性能比較実験 

¸ 早稲田大学から外部ネームサーバへの   
クエリを２４時間収集（計1,941,929件） 

¸ 同じデータをBINDとHCで名前解決 
¸ 次の表が名前解決成功率の比較である 
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外部クエリ数（BIND） 
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外部クエリ数（HC） 
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まとめ 

¸ DNSは、様々な問題をはらんでいる 
¸ 実験から、HCの有用性が示された 
ü  今後の課題 
¸ トップレベルドメインの更新 

¸ 汎用でないドメイン(ccTLD)の検出 
¸ 初期化時の負荷 
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実験環境（測定環境） 

フルサービス 

 リゾルバ 




